
恰
ま
た
、
家
庭
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
子
供
た
ち
へ
の
食
の
基
礎
知

識
等
を
教
え
る
な
ど
家
族
の
健
康

管
理
に
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

﹇
中
・
高
年
期
﹈

　

中
・
高
年
期
は
、
健
康
に
つ
い

て
の
関
心
が
高
ま
る
と
と
も
に
、

生
活
環
境
の
変
化
や
体
力
の
低
下
、

長
年
の
生
活
習
慣
に
よ
る
疾
病
が

徐
々
に
現
れ
て
く
る
時
期
で
す
。

　

家
族
や
友
人
、
年
代
に
こ
だ
わ

ら
ず
周
囲
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
食
事
を
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
つ
ち
か
っ
た
経
験
、
幅

広
い
知
識
を
生
か
し
、
郷
土
料
理

を
次
世
代
へ
伝
え
る
役
割
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

「
家
庭
」「
学
校
」「
地
域
」

「
市
」の
役
割
分
担
は

　

食
育
に
関
す
る
年
代
別
課
題
を

具
体
化
す
る
に
あ
た
っ
て
、
家
庭
、

学
校
、
行
政
等
が
連
携
し
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
分
担
の
も
と
に
実
施
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

﹇
家
庭
の
役
割
﹈

　

各
家
庭
が
食
育
に
つ
い
て
十
分

理
解
し
、
ま
た
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
多
様
化
に
よ
る
個
食
化
を
無

く
す
た
め
、
で
き
る
か
ぎ
り
家
族

揃
っ
て
語
ら
い
な
が
ら
楽
し
く
食

事
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

﹇
学
校
の
役
割
﹈

　

学
校
に
お
い
て
は
、
給
食
に
地

元
で
収
穫
さ
れ
る
米
、
旬
の
野
菜
、

魚
な
ど
を
活
用
し
、
郷
土
料
理
を

と
り
い
れ
る
な
ど
、
給
食
を
重
要

な
食
育
活
動
と
し
て
位
置
づ
け
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

﹇
地
域
の
役
割
﹈

　

地
域
に
お
い
て
は
、
食
育
を
市

民
一
人
一
人
の
主
体
的
な
取
り
組

み
と
し
て
推
進
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
食
文
化
を
、
次
世
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
の
取
り
組
み
が
重
要

で
す
。

﹇
留
萌
市
の
役
割
﹈

　

市
は
、
食
育
の
推
進
に
あ
た
り
、

国
及
び
道
と
連
携
し
、
食
に
関
す

る
知
識
の
普
及
、
啓
発
に
努
め
、

安
全
・
安
心
な
農
水
産
物
の
流
通

を
見
守
り
、
地
産
地
消
を
推
進
し

ま
す
。

　

ま
た
、
食
に
関
わ
る
関
係
機

関
・
各
種
団
体
・
グ
ル
ー
プ
等
と

連
携
を
図
り
、
食
育
を
市
民
一
人

一
人
の
生
涯
に
わ
た
る
テ
ー
マ
と

し
て
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

 

 

を
め
ぐ
る
現
代
社
会
は
、

生
活
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化

に
よ
る
個
食
化
な
ど
、
家
族
と
楽

し
く
食
事
を
す
る
機
会
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
食
事
」
の
不
規
則
化
、

「
食
」
の
海
外
へ
の
依
存
率
の
増

大
、「
食
」
の
安
全
に
関
す
る
意
識

の
高
ま
り
、
親
か
ら
子
へ
、
子
か

ら
孫
へ
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
郷

土
料
理
等
の
食
文
化
が
消
え
つ
つ

あ
る
な
ど
、
近
年
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。

年
代
別
に
求
め
て
い
る

「
食
」と
は

﹇
乳
・
幼
児
期
﹈

　

最
も
成
長
が
著
し
い
こ
の
時
は
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
的
な
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
家

庭
を
中
心
と
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
生
活
に
よ
っ
て
食
べ
る
こ

と
の
心
地
よ
さ
や
食
べ
た
い
も
の

を
増
や
す
な
ど
食
の
基
礎
を
つ
く

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

﹇
学
齢
期
﹈

　

学
齢
期
は
、
体
力
・
運
動
能
力

な
ど
の
成
長
期
で
あ
り
行
動
範
囲

も
広
が
り
ま
す
。

　

学
校
、
家
庭
、
地
域
等
が
連
携

し
、
食
生
活
の
大
切
さ
を
学
び
、

望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

﹇
青
・
壮
年
期
﹈

　

青
・
壮
年
期
は
、
身
体
の
発
達

が
ほ
ぼ
完
了
し
社
会
的
役
割
な
ど

を
自
覚
す
る
と
と
も
に
食
生
活
の

自
己
管
理
が
要
求
さ
れ
る
時
期
で

す
。

　

こ
の
時
期
の
生
活
が
次
の
中
・

高
年
期
に
お
け
る
健
康
状
態
に
大

き
く
影
響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
を
自

覚
し
、
生
活
習
慣
や
食
習
慣
の
改

善
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
括

「食育の日」
毎月

１９ 日

「食育月間」
毎年

６月

「
健
康
な
ま
ち
留
萌
」
を
め
ざ
し
て

食
育
推
進
計
画

Ｈ ２０ 年度－Ｈ ２４ 年度

（1）「食育」についての理解の推進

（2）食の安全・安心の推進

（3）地産地消で豊かな食生活

（4）楽しく食べ元気な老後

留萌市経済活性化懇話会が作成した、９月までの「るもい音・

食物語カレンダー」を 12～13 ページに掲載しています。

留萌市

食
は
、命
の
源
で
あ
り
、
私
た
ち
を
育
み
、
生
き
て
い
く
上
で
の

活
動
を
支
え
る
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。
健
全
な
食
生
活
は
、

心
身
の
健
康
の
増
進
と
豊
か
な
人
間
性
を
つ
ち
か
う
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

全
て
の
市
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
願
い
「
留
萌
市
食
育
推
進
計
画
」を

策
定
い
た
し
ま
し
た
。

食

食 育 推 進 の た め の 基 本 方 針

１４１５


